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研究成果の概要（和文）： 
  マラリア流行地域において、マラリアの迅速診断方法（アクリジンオレンジ法）を導入する

と同時に、グルコース６リン酸脱水素酵素(glucose-6-phosphate dehydrogenase)欠損症を迅速・

簡便な方法（WST-8 法）で検出した。ともに日本人により開発された方法で、電気や水道のない

地域において、ふたつの検査法（マラリアの診断と G6PD 活性検査）が実施できることを示した。

このことで G6PD 活性正常のマラリア患者の治療に、プリマキンを使用できるようになった。プリ

マキンはマラリア原虫の生殖母体を刹滅するので、蚊へのマラリア伝播を断つことが出来る。ま

た G6PD 欠損者の人口あたりの比率を国・地域・民族別に比較した。さらにその変異部位を遺伝子

レベルで解明することにより、民族の起源考証に役立つ資料を提供した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
     We visited malaria endemic areas in Asian and African countries to introduce rapid methods for 

malaria diagnosis and glucose-6-phosphate dehydrogenase (G6PD) activity test. For malaria diagnosis, 

acridine orange method was employed. For G6PD activity test, WST-8 method was used. These methods 

were done at the site of malaria endemic areas and results were informed within 30 minutes after taking 

blood. Patients could receive anti-malarial medicine accordingly including primaquine to eliminate 

gametocytes. Primaquine was not used for the patients with G6PD deficiency. WST-8 method was useful 

for the detection of G6PD deficiency in rural areas without electricity and was recommendable for use in 

malaria control programs. We found more than 700 G6PD deficient people in these activities. DNA 

analysis of G6PD gene was performed after receiving informed consent. Thus we read about 400 samples 

and found 22 molecular variants including 5 new G6PD variants.  
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１．研究開始当初の背景 
   アジアにおける G6PD 変異者の調査は、
タイやマレーシア、シンガポールにおいては 
2000 年以降、自国の分子生物学者らにより
実施されはじめている。中国およびインドさ
らにイラクから2006年以降、相次いでG6PD
変異の分子生物学的分析が報告された。ベト
ナム、ラオス、カンボジア、ミャンマー、イ
ンドネシアでは、まだ自前で研究が実施でき
るだけの人材・設備が整っていない。 
  アフリカ諸国の G6PD 変異とその分布
状況は、ヨーロッパ・米国の研究者らにより
部分的に報告されているが、申請者らがアジ
アにおいて実施して来た研究成果と比較す
ると格段に見劣りする。 
 
２．研究の目的 
(1) アジア・アフリカのマラリア流行地にお
ける、グルコース６ーリン酸脱水酵素
(glucose 6-phosphate dehydrogenase)欠損
症を、日本人により開発された迅速・簡便な
方法で検出し、その変異者の比率を国・地
域・民族別に比較すること 
(2) その変異部位を遺伝子レベルで解明する
ことにより、民族の起源考証に役立つ資料を
提供すること 
(3) この研究を通じて G6PD変異者の安価・
簡便な方法をカウンターパート側の国に技
術移転し、ひきつづき共同研究の可能性をひ
ろげてゆくこと 
 
３．研究の方法 
  アジア・アフリカのマラリア流行地域を
訪れて、1 滴の血液を採り迅速診断法により
マラリアの診断を行なった。さらにもう 1滴
の血液を採って迅速診断法により G6PD 活性
の検査を行なった。マラリア陽性者にはその
場で薬剤を与えて治療を開始した。G6PD 欠損
者がみつかったら、生活上の注意を教育し、
インフォームドコンセントを得たうえで 1ml
の血液をもらい、日本へ持ち帰って G6PD 遺
伝子の変異部位を検索した。 
 
４．研究成果 
  3 年間に以下の国で調査を行なった。 
ラオス、ミャンマー、インドネシア、パプア
ニューギニア、フィリピン、シエラレオネ 
  アジア各国での成績は、これまで調査し
た地域との連続性を思わせる結果が得られ
た。すなわちラオスはタイやカンボジアさら
に中国で高頻度に見られる変異型が検出さ
れた。フィリピンからはインドネシアやベト
ナムでみられる変異型を数多く認めた。 
  シエラレオネはアジア各国とは全く異
なる変異型ばかりがみられ、人種的距離を反
映していた。新規の変異型をみつけ、G6PD 

Sierra Leone (311G>A, 376A>G) と命名した。 

  また日本国内においてマラリアの根治

治療に先立つ G6PD 活性の検査依頼、また溶

血性貧血、新生児黄疸の原因検索のため G6PD

活性の検査依頼をしばしば受けた。そのなか

で外国人を母親にもつ新生児数例に G6PD 欠

損症を見いだした。また親戚に外国人のいな

い日本人の溶血性貧血患者から、新規の

G6PD変異型を見つけた。G6PD Mizushima 
(848A>G) と命名した。 
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